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【は じめ に 】
熟知 相 貌 の認 知 につ い て は 、 遠 隔 記 憶 と くに顔 の意味
記 憶 に 関 す る も の と して これ まで数々 の 報 告 が さ れ て き
た 。海 外 で はAlzheimer病患 者 を対 魚 に 意昧 記 憶 との関
連 性 を 報 告 した研 究が 多 い 。 一 方 我 々 の 臨 床 場 面 で は、
担 当 の 患者 さ ん に 中々 顔 や名前 を覚えて も らえ な い こ と
が しば しば経 験 さ れ る.今 回、介護 老 人 保 健 旛 設 に入 所
す る高 齢者 を対象に熟 知 相 貌 の認 知 に つ い て の 評価 と そ
の程度 が 全般 的認 知機 能、 日常活動 状 況 、QOLに与 え る影
響 につ い て調 べ るこ と を 目的 に調 査 を行 った 。
【方 法 】
対象 は介護 老人 保 健施 設 に入 所 す る高 齢 者21名 で あ る
(男性5名 、 女性16名)。 対 象 者 の 平 均 年 齢 は83.3
(64-101)歳で、 平均 通 算入 所 期 問 は20.8(3-47)ヶ月
で あ った 。
熟 知 相 貌 の 認 知 に つ い て の 評 価 はHodges&Ward
(Brain;1989)によるFaｍous　Faces　Testを参 考 に1940
年 代か ら1980年代 まで の 日本 の 芸能 人 をタ ーゲ ッ トと す
るオ リジ ナ ル版(JFFT)を作 成 した 。 これ は 、 タ ー ゲ ッ
トとな る人物 につ い て 、 認知 、 同定 、 ネー ミ ング の3レ
ベ ルで 評 価 を行 う もの で、 今 回は 各 年代5人 ずつ を タ ー
ゲ ッ トに した 。得点 は 正解 を1点 と し、5つ の年 代 を 合 計
した各 レベ ル25点 満 点 で3レ ベ ルの 総 合 計 を75点 と し
た 。
全 般 的 認 知 機 能 はMini　Mental　State　Examination
(MMSE)を、 日常 活 動 状 況 は パ ラチ ェ ック 老 人行動 評 定
尺 度(PGC)、QOLについて はHealth　Utility　Index(HUI)
のproxyバー ジ ョ ン を用 い た 。PGCは身体 機 能、身辺 処 理 、
社 会的 行 動 に関 す る10の 項 目 を5段 階で 評 価 す る方 法 で、
50点が最高得点 で あ る 。HUIは効 用理論 か らQOLを 一 次
元 的 スコ ア で評 価 す る 方 法の 一 つ で あ り、死 を0、 完 全 な
健康を1と して表す も の であ る。
調査に あ た っ て は、 対 象 者 に研 究 の 目的 と趣旨 を脱 明
し 同意 を得た 上 で 行 っ た 。 ま た 統 計 的 手 法 は 、すべて
Spearｍanの順 位相 関 を 用 い た 。
【結 果 】
JFFTでは 、認 知13.9点、同定 重3.6点、ネー ミ ング4.5
点 とな り、3レ ベ ル合 計 の得点 は32.0点と な った 。 年代
ご とで は3レ ベル の 合 計得点 が 、1940年代5.3点、50年
代9.0点、60年代8.4点、70年代6.5点、80年代2.8点
と な り、50年代 と60年 代の得点 が高 くな った 。
一 方 、MMSEの平 均 は20.8点で、カ ッ トオ フ とな った対
象者 は17名 で あ った 。PGCでは 、 トー タ ル の 平均 が39.0
点 とな り、 そ の うち社 会 的行 動 は11.7であ った 。HUIは
平均 がO.22で、最高0.97、最 低 は-0.12であ っ た 。
JFFTによ る熟 知相 貌 の 認 知 は、 年 齢 と負 の有 意 な 相 関
関係(r=-0.66,p=0.003)を認 めた 他、MMSEとも正 の 傾 向
(r=0.42,p=0.057)があ っ た。 しか し、PGCやHUIとの
関係 は 認 め な か った 。HUIはMMSE(r=0.49,p=0.027)お
よびPGC（r=0.62,p=0.006)と有 意 な相 関 関 係 を認 め た 。
【考 察 】
有 名 人 を 用 い た熟 知 相 貌 の認 知 評 価 に つ い て は 、 江 ロ
ら(1996)が視 覚 性遠隔 記 憶 検 査 の 一 部 と して 紹 介 して
い る が 、 そ の 認 知 の程 度 と 生活 に与 え る影 響 に つ い て は
検討され て い な い。 今 回 、 海外 で 用 い られ て い るFaｍous
Faces Testを参 考 に 日 本版 を作 成 ・試 用 してみ たが 、 全
般的 認 知機 能 、 日常活動 状 況、QOLと もに 関 連 を認 め ず 、
む しろ 年 齢 に影響 を 受 け た 。 これ は、 海 外 と くに ア メ リ
カ と 日 本 の 映 像 文化 の 違 い に よ る と こ ろが 大 きい と考 え
られ 、 有 名 人 を 用 い た 遠 隔記憶 と して の 相 貌 認 知 を調べ
る際 に は 対 象 者 の 年 齢 を 十 分 に検 討 した上 で 用 い る こ と
が 必要 と思 わ れ た 。 またHUIに つ い て は、MMSEやPGCと
の有意 な 関 連 を認 め、 そ の 有 用性 が 示唆 さ れた 。
臨床場面で の 相 貌 認 知 が 与 え る 影響 につ いて は 、 今 回
の 調 査 で は そ の検討 が 不 十 分 で あ る た め、 今 後 は 施 設 の
職員を タ ー ゲ ッ トと した 相 貌 認知 テ ス トを作 成 し研 究 を
続 けて い きた い と考 えて い る。
一369一
